
ここで建築の伝熱と換気で重要な二つの現象を確認

・煙突効果または重力換気（温度差換気）

・ガラス等による温室効果

それぞれのモデル化を合計２枚のスライドで説明
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煙突効果とは？
高さによる圧力減少

屋内の圧力

外気の圧力中性帯

差圧

圧力

高
さ

単純化
して説明

外気

屋内外の
圧力分布

基準圧力

ゾーン圧力

流路

ゾーン

隣接ゾーンの圧力

換気回路網モデル 隣接ゾーンの
温度差で差圧
が生じる

差圧による風
量は最少2本の
流路が必要

屋内を
単室に
近似

地表面

高
温

低
温

高温から
低温へ流れる

低温から
高温へ

1本の流路は1方向流れしか表現しない14



長波長は
不透過

煙突効果
による
自然換気
排熱

短波長は透過し
吸収される

ダブルスキンの温室効果と自然排熱

温室効果とは？ ガラスの透過・吸収のモデルは？
ガラスの透過率と反射率を入射角度依存で扱う

ブラインドはプロファイル角度依存で扱う

NETSでは，直達日射に関して，入射角
度θ 依存の，透過率と反射率を，入射角の
余弦COSθの５次の冪級数の係数にして，

ライブラリィに保存しておいて利用します．

ブラインドに関しては，プロファイル角の
余弦で定義された５次の冪級数の係数に
より計算する．

(吸収率)=1－(透過率)－(反射率) 15


